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概  要 

 

高強度・軽量部材として炭素繊維／熱可塑性樹脂複合材（CFRTP）の利用拡大が、

輸送機器、建築・土木材などの分野で期待されている。異種材料の物性の違いによ

って母材樹脂（マトリックス）の熱劣化等が引き起こされ、CFRTP の製造プロセ

ス条件や品質保証に於いて問題となることが指摘されている。本技術では、母材の

熱劣化を抑制する技術開発に成功した(図)。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来技術では、炭素繊維と母材樹脂の熱伝導率が大きく異なるため、製造工程で炭

素繊維が加熱されると繊維/樹脂界面の劣化が引き起こされる。本技術では高熱伝

導性のフィラーをCFRTPの母材に複合化することで製造時の熱分布を均一化し、

劣化抑制に成功している。更に、複合化するフィラーの添加量を少量で機能発現さ

せることも可能であり、軽量化部材の観点から優位性は高い。 

本技術の 

有用性 

製造に於ける加熱工程で熱劣化を抑制できるため信頼性を有する CFRTP を作製

できる。本技術で開発した母材は CFRTP 開発用としてとして有用である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

 

 

適用可能製品 
炭素繊維強化プラスチックを使用する製品群 
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加熱後の外観の様子。（左）通常の

CFRTP、（右）開発 CFRTP。 

開発品の外観は加熱で溶解していない。 
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炭素繊維

加熱後の内部状態。（左）通常の CFRTP、

（右）開発 CFRTP。 

開発品は繊維/樹脂界面での母材劣化が

抑えられている。 


